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 取扱説明書を必ご参照ください。   

＊＊2024年 7 月改訂（第10版）                                                                   届出番号：13B1X00074000045 
＊2020年 4 月 

機械器具（01）手術台及び治療台 
一般医療機器 汎用診療・処置台 13958000 

特定保守管理医療機器 搬送手術台 
 

【警告】 
＜使用方法＞ 
1. コットサイドを操作しているときは、必ずコットサイド上部を掴んで

全体を支えてください。コットサイドを折りたたむ際、手、頭、物品等

が挟まれないように注意してください。また、背板やマットレスの下に

手が挟まれないようにしてください。［適正に使用されなかった場合、

怪我等の事故につながる可能性があります。］ 
2. 搬送時、本装置に乗っている患者さん、第三者、物品等が特に

コットサイドに挟まることのないよう十分に気をつけてください。 
3. 緊急時に処置を施す場合、背板を最低位置にセットしてください。 
4. 背板の緊急時手動角度解除の際には、降下する背板に衝突しない

ように注意してください。 
 
【禁忌・禁止】 
＜併用医療機器＞（＜相互作用＞の項参照） 
1. 本品はMR Unsafeであり、MR検査は禁忌です。MR検査を行う

際は検査室に持ち込まないでください。［MR装置への吸着や、誘導

電流による火傷等の可能性があります。］［自己認証による］＊＊ 
＜使用方法＞ 
1. 本装置は平らな場所以外で使用しないでください。 
2. 短時間であっても、本装置の最大許容積載質量を超過しないで

ください。［本装置が故障する可能性があります。］ 
3. 移動時以外は、ブレーキペダルを解除しないでください。［本装置

操作者、本装置に乗っている患者さん、本装置周辺の人々が負傷

する可能性があります。］ 
4. ブレーキペダルを解除したまま本装置に寄りかからないでください。

［本装置操作者、本装置に乗っている患者さん、本装置周辺の

人々が負傷する可能性があります。］ 
5. 架台に物品を載せたまま、背板を最低位置にセットしないでください。

［本装置操作者や患者さんが負傷する、若しくは物品が破損する

可能性があります。］ 
6. 下記の洗剤、消毒剤を本装置に使用しないでください。［本装置

に悪影響を与え、故障させる可能性があります。］ 
（1） 強酸や強アルカリ洗剤（pH6以下／pH8以上）、又は消毒液 
（2） 研磨洗浄剤、スチールウール等 
（3） 腐食性薬剤 
（4） 水垢洗浄剤 
（5） 石灰を含む洗浄剤 
（6） プラスチック素材を変質させるような化学物質を含む薬剤（石油、

トルエン、アセトン等） 
7. 本装置をベッド洗浄機で洗浄しないでください。［本装置に悪影響

を与え、破損させる可能性があります。］ 
8. 本装置は可燃性のものの近くや火気のあるところで使用しないで

ください。 
 
【形状・構造及び原理等】 
＜形状＞ 
1. 全長×全幅 ： 2,100×770mm＊ 
2. 高さ調節 ： 680～1,080cm 
3. 本体質量 ： 160kg 

 

＜構造・構成ユニット＞ 
1.本体 

 

1 ヘッドセクション角度 
調節レバー 7 サクションキャニスタ用 

Ｖ字取り付け部 

2 プッシングハンドル 8 横転傾斜ハンドル※ 
＊ 

3 背板（裏面に緊急時手動角度

解除レバー付き） 9 ステアリングペダル 

3-1 （背板裏面） 
緊急時手動角度解除レバー 10 主電源ソケット 

4 コットサイド 11 ブレーキペダル 
4-1 ロッキングクランプハンドル 12 サイドレール 
5 Ｋ８プレッシャケアマットレス 13 酸素シリンダ設置部 
6 着脱可能レッグセクション 14 架台 

6-1 レッグセクション角度調節 
レバー 15 キャスタ 

※ 横転傾斜はハンドコントローラで操作するモデルもあります。この

モデルには、横転傾斜ハンドルがなく、スライド／横転傾斜切り替え

ボタンとなります。＊ 
2. ハンドコントローラ＊ 

 
 
＜機能＞ 
1. 最大許容積載質量 
（1） 本装置 190kg又は250kg 
（2） ヘッドセクション 25kg 
（3） レッグセクション 50kg 
＜作動・動作原理＞ 

本装置は、搬送手術台を昇降又は傾斜させて、患者さんの手術、

診療・処置に最適な体位や角度を保持します。 

4-1 

3-1 

6-1 

11 7 12 13 9 14 15 

2 
3 
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4 1 5 6 

バッテリーインジケータ 

トレンデレンブルグ調節ボタン 

高さ調節ボタン 

背板角度調節ボタン 

スライドボタン スライド／横転 
傾斜ボタン 



 

2/2 

＜電気的定格＞ 
 外部電源 内部電源 
定格電圧 交流100V 直流24V 
周波数 50／60Hz － 
電源入力 250VA － 

＜機器の分類＞ 
1. 電撃に対する保護の形式 ：クラスⅡ機器、内部電源機器 
2. 電撃に対する保護の程度 ：B形装着部 
3. 水の有害な浸入に対する保護の程度 ：IPX4（電源部及びモーター部） 

 
【使用目的又は効果】 

本装置は、患者の搬送、簡易な手術（日帰り手術等）、診療・処置の

ために用いる汎用の診療・処置台であり、いくつかの基礎機能（昇降、

傾斜等）を備えている。診療室または手術室において用いる。 
 
【使用方法等】 
＜使用方法＞ 
1. 操作方法の詳細については、取扱説明書を参照してください。取扱

説明書に基づき、各々の操作が確実に実施されることを必ず確認

してください。 
＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 
1. コットサイド 
（1） 本装置に患者さんを載せている間は、コットサイドを上げてください。

［患者さんが転落する危険があります］＊ 
（2） コットサイドを上げる際、上の位置で正しくロックされていることを

確認してください。 
（3） コットサイドを操作する際は、背板に手指等を挟まないように注意

してください。 
（4） コットサイドを使用する際は、ロッキングクランプハンドルを90°の

方向にして、サイドレールに確実に固定してください。 
2. 背板 
（1） 緊急時手動角度解除を行った後は、必ず背板を最高位まで上げて

からレバーをロックしてください。 
（2） 背板を調整する際は、裏面の緊急時手動角度解除レバーがロック

されていることを確認してください。 
3. レッグセクション 
（1） ロックボタンを一度解除した際は、再度レッグセクションを入れ

なおしてください。［解除したままの場合、レッグセクションが予期

せず外れてしまう可能性があります。］ 
（2） レッグセクションを下ろした状態で、スライドボタンを押さないでくだ

さい。［押した場合、本装置が故障する可能性があります。］ 
（3） レッグセクションに腰掛けないでください。 
4. 横転傾斜ハンドル 
（1） 操作する際は、ハンドルを手前に引いた状態で行ってください。

また、操作終了後はハンドルを本体内部へ押し込み、ハンドルの

取っ手を最下位にしてください。 
5. スライド／横転傾斜ボタン 
（1） ハンドコントローラのスライド／横転傾斜ボタンの機能は、本体

側面のスライド／横転傾斜切り替えボタンで、切り替えることが

できます。スライド／横転傾斜切り替えボタンで操作する前に、必ず、

スライド／横転傾斜切り替えボタンが、スライドになっているか、

横転傾斜になっているかを確認してください。［意図しない動作に

より、操作者や患者さんの怪我、事故につながる可能性があります。］

＊ 

 
6. ブレーキペダル 
（1） ブレーキペダルを操作する際は、足等を挟まないように注意して

ください。 
7. 本装置の移動時は、電源ケーブルが本装置の安全な位置にある

ことを確認してください。 
 
【使用上の注意】 
＜相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）＞ 
1. 併用禁忌（併用しないこと）＊＊ 

医療機器の 
名称等 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

磁気共鳴画像

診断装置 
（MRI装置） 

検査室に持ち込まないこと。

MR検査を行う際は、本品と

併用しないこと。 

MR装置への吸着や、

誘導電流による火傷

等の可能性がある。 
 

【保管方法及び有効期間等】 
＜保管の条件＞ 
1. 以下の条件に当てはまる環境で保管してください。 
（1） 温度 ： 5～40℃ 
（2） 湿度 ： 5～85% RH 
2. 電源ケーブルをコンセントから抜いてください。 
3. アクセサリ類を外してください。 
4. 本装置及びアクセサリ類に損傷を与えないよう梱包してください。 
＜耐用期間＞ 
1. 10年［自己認証（当社データ）による］ 

（定期メンテナンス、保守点検等が実施されている場合）＊＊ 
2. マットレスは、4年毎に交換を行ってください。＊＊ 

 
【保守・点検に係る事項】 
＜使用者による保守点検事項＞ 
1. 清掃及び消毒方法 
（1） 基本的な注意 

1） 本装置全体は一般的な洗浄剤及び消毒剤を使用して清掃、消毒

が可能です。清掃には湿った布等を使用し、電気モーター清掃の

際は十分に布を絞ってから拭いてください。 
2） 本装置の消毒を行うには、医療現場で標準的に使用されている、

医療機器の清掃用消毒液を使用してください。 
3） 本装置の下部空間に体を入れる場合は、必ずハンドコントローラ

を本装置より外して操作機能を停止してください。 
（2） 清掃方法  

1） 背板（マットレス台）を最も高い位置（又は高めの位置）にセット

します。 
2） ハンドコントローラを本装置より外して、本装置の不意の動きや、

清掃中の怪我を防止してください。 
3） 本装置を主電源から切断します。 
4） 本装置を清掃場所に移動し、ブレーキをかけます。 
5） 適切な範囲で本装置の清掃と消毒を行います。清掃と消毒を

どの程度行うかは、清掃の目的と、本装置の汚れの度合いによって

異なります（次項参照）。 
2. 清掃の範囲 
（1） 毎日の清掃 

1） 患者さんや医療従事者が日常的に接触する表面 
2） ハンドコントローラ 
3） プッシングハンドル、サイドレール 
4） コットサイド全体 
5） 背板（マットレス台）の人の手が触れる部分全体 

（2） 新規患者に使用する際の清掃 
1） 上記（1）の部分に加えて、下記記載部分の清掃を実施してください。 
 背板（マットレス台）全体 
 架台 
 マットレスの表面全体 
 背板（マットレス台）の手の届く金属部分 
 キャスタ及びステアリングペダル 

＜業者による保守点検事項＞ 
1. 使用している本装置の性能、信頼性を保つため、1年毎の修理業者

による点検を行ってください。その際、修理業者まで連絡してください。 
2. バッテリーの標準的な交換期間は1年です。長期間の使用は、バッ

テリーが劣化して、使用できなくなる可能性があります。 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
 ［製造販売業者］ 
   株式会社TKB 
   電話番号：03-5762-3077 
 ［外国製造業者］ 
   アネティック エイド社 
   （Anetic Aid Ltd） 
   英国 
 

2407-11 
 
販売元 
 

 
2407-1-0-MKT 

 

スライド／横転傾斜切り替えボタン＊ 
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